
四條畷市スマートシティ推進フォーラム第２部 

 

日時：令和２年 10月３日（土）14時 00分～16時 20分 

場所：四條畷市立グリーンホール田原 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(3)大阪府の取り組み 

 ・大阪スマートシティ戦略部が目指すこと 

   大阪府スマートシティ戦略部スマートシティ戦略総務課 課長 大河内 隆生 

 

（4）パネルディスカッション：「コロナ禍におけるスマートシティ」 

   登壇者： ・わたしのいえ・ほっこり 相良 佐知子、南佐 幸子 

          ・関西電力株式会社営業本部地域開発グループ 副長 野々田 隆彦 

        ・国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 情報科学領域 

         ユビキタスコンピューティングシステム研究室 特任准教授 諏訪 博彦 

        ・四條畷市副市長 林 有理 

  （敬称略） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

司会）それでは、第 2部を始めたいと思います。 

初めに大阪府のスマートシティに関する取り組みを大阪府スマートシティ戦略部スマー

トシティ戦略総務課 大河内課長様からご講演いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

大河内）皆様、こんにちは、ただいまご紹介にあずかりました、大阪府スマートシティ戦略

部スマートシティ戦略総務課の大河内です。 

限られた時間でございますので、雑ぱくなご説明になろうかと思いますが、よろしくお

願いいたします。 

わたくし、前職はスポーツ振興課長を拝命いたしておりまして、ちょうど 1 年前は花

園ラグビー場でラグビーワールドカップが行われておりましたので、そこで走り回って

おりました。今年の 4 月にスマートシティ戦略総務課長を拝命いただき、毎日勉強させ

ていただいているというような状況です。説明もなかなか、そういった人間がやっている

状況ですので、わかりにくいこともあるかと思いますが、ご容赦願います。 

目次といたしまして、5本立てを考えております。スマートシティ戦略部、スマートシ

ティ戦略バージョン 1、コロナ対策、ポストコロナ そして万博へ、として、最後に今や

っている取り組みとして公民協同、大阪スマートシティパートナーズフォーラムという

ものがあります。 



まず、大阪府はスマートシティを目指すということで、平成 31年 4月 8日吉村知事就

任会見で、高らかに宣言をされました。 

同年 7 月に準備室ができまして、現在大阪府のスマートシティ戦略の推進体制という

のはご覧いただいている通りです。 

部長は日本 IBM執行役員から来ていただいております、民間の部長でして、また公民

協働ということをビジョンに掲げております、民間活力導入ということで、NTT さん、

DoCoMoさん、ソフトバンクさん、NECさん、Panasonic Solutionさん、5人の民間交

流員の方にご協力をいただいています。 

また、市町村のほうからも、4つの団体、四條畷市さんのほうからも研修生という形で

デジタル行政推進課というところに来ていただいておりまして、活動いただいておりま

す。いわゆる行政職と情報系の職員が半々ずつという構成でございまして、情報系職員に

関しましては庁内各部局に点々と分かれてシステムに携わっているという状況です。 

スマートシティ戦略バージョン 1 として、役所は常に戦略であったり計画であったり

を作るのが好きなところですが、今、なぜ大阪はスマートシティをめざすのか、というと

ころです。これは、大阪の抱える社会課題への対応ということと、課題を解決するプレイ

ヤーの存在、世界の先進事例に学び、住民の QOL向上 グローバルな都市間競争に対応

ということでして、人口減少をはじめとする様々な社会環境に効果的、効率的に対応する

ということで、先端技術を住民の生活の中で生かし QOLの向上を実現することは住民の

笑顔につながるということで、e大阪というものを目指したいというように考えておりま

す。 

３つの基本姿勢、ということで、戦略というものが机上の空論にならないように、「住

民の QOL の向上」。住民が実感できる形で生活の向上をめざすというのをまず最初に掲

げております。それと、やはりスマートシティの分野というのは民間との連携が不可欠で

すので、公民連携・マッチングということで、公民連携、民間との協力が大前提というこ

とになっております。 

社会実装ということで、技術実験だけにとどまらず、いわゆる実用化に向けた取り組み

ということで、実装までを追及するということを、３つの基本事項として掲げているとい

うところです。 

これがプレイヤー、戦略に向けた取り組みのイメージ図です。四條畷市さまもこういっ

た形の中で、指針や実装計画を策定されて、具体的な取り組みを勧められているというこ

とです。大阪府の課題ということで、いろんな例を挙げておりますが、大阪府に限らず府

内の市町村で、大なり小なりこういった形で地域の課題としてあるのかなというように

思います。それに対してどういった先端技術を活用できるのか、またそういった先端技術

を活用するプレイヤー、実施主体はどこがいいのかと、いうことをイメージしている図で

す。 

最終的に戦略室として何を目指すのかというところでございます。当然ながら、2025



年の関西万博に向けた取り組みということで、大胆な規制緩和を伴う最先端の取り組み

と、区域全体で住民に利便性を実感してもらう要因といたしまして、大阪モデルのスマー

トシティの基盤を確立して、先ほど申しました e大阪、先端技術を活用することで住民が

笑顔になる大阪を実現するための戦略を定めるということで、明確にイメージをしてい

るところです。 

これは先ほどのイメージ図を具体的に落とし込んだものですが、実際に住民の QOL向

上の具体化に向けた取り組みは今まだスマートシティを支えるデータをみたうえで、ど

ういった形で整理をされるのかというところでして、ここに掲げる府内での横展開部分

に関して、今後また大阪府と四條畷市といろいろ協力をしていきながら進めていきたい、

と考えております。 

言うまでもなく現状はコロナ禍ということでございますが、大阪府におきましては 4月

1 日にスマートシティ戦略部が設置されまして、民間から来られました部長発案のもと、

部内の横断型のチームを作り、コロナ対策を ICTの側面でサポートしようということで、

SWATチームと命名して取り組みを進めております。 

いくつか具体的な例をお示しいたします。これは健康医療部からの依頼がございまし

て、実際に保健所等で患者さんに聞き取りを行った情報を、健康医療部の中できっちり情

報共有できるようなシステムを、当部の職員が既存のシステムを活用して作ったという

ものでございます。 

大阪コロナ追跡システム、この会場にも掲げていただいております、これにつきまして

はいろいろな店舗やイベント会場に、事業者さんのほうで QR コードを掲げていただい

て、それを来場者に読み取っていただきますと、そこの店舗や会場でコロナ陽性の方が出

た場合に、ある程度の基準はございますが、登録していただいたアドレスのほうにお知ら

せするというシステムです。 

「大阪おおきにアプリ」というものも作りました。先ほどの追跡システムの普及啓発に

向けたひとつの取り組みということで、大阪コロナ追跡システムに協力をいただきます

と、こういった形で画面が出てきます。これにつきましては、将来このコロナ禍を抜けた

後の、いわゆるキャッシュレスであったり QR コードの活用といったことを見据えまし

て、こういったアプリを作っております。これも事業者さんのほうで、PayPayさんであ

ったりとか、りそな銀行さんの協力の中で、アプリを開発しまして今実際に稼働している

という状況です。 

大阪マイルということで、これは追跡システムに登録いたしますと、1ポイント、マイ

ルポイントという形で貯まるシステムを作りました。10 ポイントを 1 口としまして、民間

企業さんから特典という形で、いわゆる商品的なものを提供いただき、抽選をして、インセ

ンティブ的なものにしたいということでして、9 月末でいったん締め切り、10 月 1 日に抽

選を行っています。初回は吉本興業さんにご協力いただきまして、なんばグランド花月の入

場券が当たるという形で、普及啓発をしております。 



これは厚生労働部のほうから休業要請支援金ということで、できるだけ事務の効率化を

図るという観点から、要請に基づいて当部の職員が既存の Kintone というシステムを使っ

て作ったものです。休業要請外支援金であったりとかそれ以外のシステムの分に関しまし

てもこれを汎用化させる形で対応しているという状況です。 

これも、いわゆる保健所業務の軽減といいますか、府民に対する利便性の向上ということ

で、問い合わせに対していわゆる AIチャットボットという形を導入いたしまして、できる

だけ電話がつながらないように、ボットを介した状態を作るということで導入しているも

のでございます。これについては補正予算という形で対応し、現在システムの構築中という

ことです。 

ポストコロナ、ポスト万博へ、ということで、実際に我々は 3月末に戦略のバージョン 1

というのを策定いたしましたが、すでにコロナということで、状況が目まぐるしく変わって

きております。これは今我々が議論をしているところで、これで確定ということではござい

ませんが、個人レベル―民間レベル―社会レベルということで、生活様式であったり経済活

動であったり社会環境であったり、いろんな形で変わってきて、いわゆるニューノーマルと

いわれているものが出てきております。そういったものに対して、今後新しいテクノロジー

としてどういったものが活用できるのかという点も、戦略がいるのではないかなと考えて

おります。これも、実際に今、我々としても新しい概念として都市免疫力の強化というもの

をとらえさせていただいております。 

ここにさらに「ウイルスとの共存」を前提に「リモート」を取り入れて、「リモート・エ

コノミー」「チャレンジフィールド」ということで、免疫力のあるスマートシティ、迅速と

か持続とかいうことですが、こういったものを取り組む必要があるのではなかろうかなと

いうことでございます。実際に、これは「リモートでつながる便利な暮らしと安心な住まい、

快適な仕事」いうように掲げておりますが、具体的な中で、リモートで見過ごしがちな便利

な暮らしであったりとか、コロナ禍において各種みなさんの団体等、先ほどの報告にもあり

ました通りいろんな取り組みをしていただいていると思いますが、今後さらにそういった

ものを進めていく必要があるということでございます。 

最後に、公民協働ということで、大阪スマートシティパートナーズフォーラムというもの

を、9 月 25 日に実施いたしました。府内の市町村さんにも、全市町村に賛助会員という形

で参画いただいておりまして、設立総会について東市長にもご出席賜りました、非常にあり

がとうございます。我々にとって、スマートシティパートナーズフォーラムというものは、

大阪のスマートシティ化を目指していく上での、いわゆるプラットフォームということで、

民間であったり学術であったり、市町村さんであったりとか、大阪みんなでスマートシティ

を目指そうという団体に今後育てていきたいと考えております。 

ただ、すでにスマートシティの分野におきましては経済団体であったり学都であったり

国であったりフォーラム的なものであったりというものがかなり出来上がってきておりま

す。我々としましては、そういったところとの連携を図りながら、オール大阪で大阪をスマ



ートシティに導いて、進めていければと思っております。 

こちら、さきほどの機能と被るところがあるのですが、イメージ図です。 

こういった経済団体によるプラットフォームであったりとか、大阪産業局さん、企業さん、

大学研究機関、市町村さんと連携を図っていきたいというものです。 

最後に大阪スマートシティパートナーズフォーラムのスケジュールです。 

今後、いろんなテーマごとにワークショップ、ワーキンググループを開催していきたいと

思っています。実際に市町村さんのほうにいろいろな形で課題の抽出であったりとか課題

の見える化であったりとか、そういったものを進めながら、それぞれの各府内市町村さんの

抱える課題に対してどういったことができるのか、どのような形で民間とマッチングして

いけるのかということを今後進めていきたいと思っております。 

非常に時間の関係で雑ぱくな説明になってしまいました。 

スマートシティというと何か小難しく聞こえると感じていますが、できるだけ府民、住民

の皆様に、便利さであったりとか手軽さであったりとか、そういったものを実感していただ

けるような、きめの細かい施策というものが我々に必要ではないかと考えております。 

そういった中で、やはり基礎自治体である市町村さんとの連携、協力は不可欠であると

我々は考えておりまして、スマートシティ戦略部といたしましては四條畷市さんの取り組

みは、特別、積極的な支援も含めて協力させていただければと思っております。また、住民

の皆様にも、そういった中でご理解、ご協力をいただければと思っております。 

本日はご清聴ありがとうございました。 

 

司会）大河内課長様、ありがとうございました。 

大阪府の取り組みに合わせ、本市も頑張っていきたいと思います。大阪・関西万博に向

け関西圏が、盛りあがっていくことを楽しみにしております。 

続きまして、パネルディスカッションを開催します。テーマは、「コロナ禍におけるス

マートシティ」について行います。 

最初に登壇者を紹介いたします。 

第 1部で「わたしのいえ・ほっこり」松本様からご紹介をいただきました、代表を務め

ておられます相良様。同じく代表の、南佐様。 

関西電力株式会社で地域社会の課題解決と活性化に取り組んでおられます。野々田様。 

奈良先端科学技術大学院大学 情報科学領域 ユビキタスコンピューティングシステム

研究室 特任准教授でございます諏訪様。 

最後に本パネルディスカッションでファシリテータを務めます、四條畷市 副市長の

林です。 

それでは、マイクをここで林副市長にお渡ししたいと思います。よろしくお願いします。 

 

林）パネルディスカッションを開催させていただきます。副市長の林です、よろしくお願い



いたします。 

冒頭の市長挨拶にもありましたが、今なぜコロナ禍におけるスマートシティというパ

ネルディスカッションを行うのかというお話です。 

先ほど大阪府の大河内課長からも非常にいいご指摘がありました。都市免疫力という

観点で、私たちはもともと、コロナ禍が起きる以前に、スマートシティ化を地域の課題解

決という観点においてめざすということでスタートいたしました。 

しかしながら、その取り組みの途上でコロナ禍ということがおきまして、そのコロナと

いう社会変容に合わせましてスマートシティ自体の方向性も、大きなボードは変わらな

いのですけれど、歩みが早まったり、少し方向性が変わってくるというようなことが起き

てきたのかなということを考えております。 

そのあたりを踏まえ、まず皆様に、地域の皆様、ご覧になっている皆様に、どのような

変化が起きたのか、スマートシティがどのように応援できるのかといった観点で、ご登壇

いただいている皆様からお話を頂戴できればということで、今回のパネルディスカッシ

ョンを設営させていただいております。 

全部で 40分程度というお時間ですので、お一人お一人の発表は短くなるかもしれませ

ん。そちらにつきましては最後にご質問を受け付けるということにしておりますので、そ

ちらでまたご質問をお寄せいただければというように思います。よろしくお願いいたし

ます。 

それでは、改めまして登壇者の皆様に自己紹介と合わせまして、新型コロナウイルス感

染拡大が起きる前と、拡大した後、緊急事態宣言等も出されましたけれども、どのような

変化があったのか、まずは身近な活動におきまして、ご紹介をいただければと思います。  

早速でございますけれど、相良さん、よろしくお願いいたします。 

 

相良）わたしのいえ・ほっこりの相良と申します。田原台二丁目に住んでおります。紹介を

兼ねて、先ほど第 1部で松本さんからもあった、わたしのいえ・ほっこりのオンライン開

催のお話と、野菜の共同購入の話を少しさせていただきたいと思います。 

第 1部でもお話があった通り、私たちは 0歳から 90歳までの参加者で、松本さんのお

宅を貸していただいて活動してきたのですが、コロナになりまして集まることが難しく

なり、「オンラインでつながっていこう」ということで、LINE を使ったライブ中継とい

うものをさせていただきました。 

まずは、お外に出られず遊ぶことができなくなった子供たちのために、絵本の読み聞か

せをしてみたり、手遊びとかダンスをやって、聞き終わった後もお家でお父さん、お母さ

んと楽しんでいただけたらということで、そういう活動を中継させていただきました。そ

の他、不安を抱えてらっしゃる大人たち、もうちょっと交流してみたい、会うことができ

なくなってみんな元気にしているかどうかを知りたいなということで、オンラインカフ

ェというのを、LINE のテレビ電話機能を使ってさせていただきました。各々のお家で、



自分の好きな飲み物をタブレットの前に用意して、こんな事が不安だねとかこんなこと

をしているよという交流をさせていただきました。 

あと、グリーンファームさんという農場がここの近くにあるのですけれど、もともと、

私と南佐さんは、「多笑食堂」という、世間一般で子ども食堂と呼ばれている活動にすこ

しプラスして、子どもが中心なのですけれど、地域に参画したいと思っておられる方なら

どなたでも参加できる食堂というものをこのグリーンホール田原を会場に開催させてい

ただいていました。 

こちらのほうにグリーンファームさんからお野菜をご提供いただいていまして、そん

な縁がもともとあった中、学校給食センターのほうにも納品されてきたグリーンファー

ムさんが、学校が休校になったことによって、もしかして困ってらっしゃるのではないか

なと思いお尋ねさせていただいたら、やはりお野菜が余って困っているということだっ

たので、「わたしのいえ・ほっこり」の仲間を中心に、そこから実家のほうにも届けたい

とか、お友達にも声をかけたいということで、共同購入というのをさせていただくことに

なりました。 

これは学校が再開して、給食再開のめどが立つまでの期間ということで、させていただ

きました。 

自己紹介を兼ねて、お話しさせていただきました。 

 

林）ありがとうございます。 

やはり従前と比べて、生活の変化はあったかと思います。 

引き続きまして、南佐さん、自己紹介を兼ねてよろしくお願いいたします。 

 

南佐）こんにちは、「わたしのいえ・ほっこり」の代表をさせていただいております、南佐

幸子と申します。よろしくお願いいたします。 

相良さんと、先にご登壇いただいた松本さんのほうから、「わたしのいえ・ほっこり」

の活動についてはあらかじめだいたいご紹介させていただいたと思いますので、私から

は、地域の一般市民として、コロナをきっかけにどのように生活が変わったかということ

をお話しさせていただきたいと思います。 

コロナにより、IT 化の推進がよりなされていると感じるのと同時に、ほっこりでも心

のつながりというものを大事にしているのですけれども、リアルでつながっているとい

うことの大切さをより感じるようになりました。小さなことですが、私たちの生活にも、

検温システムがスーパーに入る前にあったり、モバイルペイがより推進されたり、ウーバ

ーイーツとか、そういった便利なツールが日常の身近な変化として感じられているなと

感じるんですけれど、私も、これまではリアルでしか開催されていなかったようなオンラ

インの会議、ミーティング、勉強会などに、Zoomなどを通して、夜遅い時間帯でも参加

することができるようになったので、子育て中のお母さんでも、仕事をされているような



方でも、日中忙しくて時間が取れないような方でも参加しやすいコンテンツが増えたな

ということを感じています。そのように多数の便利なツールを持っていることが、何かあ

った時の安心感につながるのではないかなと思っています。以上です。 

 

林）ありがとうございます。まずお二人のほうから、地域密着でご活動をなさって生活をさ

れているという方が、どのような変化があったのかというお話を頂きました。 

リアルでつながっていたいという形が、先ほど松本さんからもおっしゃっておられま

したように、ライブ中継などでつながっていく、オンラインでつながっていくというよう

なところは、コロナ禍において非常に大きかったのかなと思っております。 

引き続きまして、野々田様のほうから、お仕事の中での変化、もしくは会社のほうで事

業として行う上でのご見解、頂戴できればと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

野々田）関西電力の野々田と申します。私は地域開発グループに所属しており、地域社会の

課題解決と活性化に取り組んでおります。 

コロナということで、我々も緊急事態宣言以降、テレワークが会社で原則となりまして、

今まで毎日通っていたものが、家からパソコンをつなげて仕事をするようになりました。

現在、緊急事態宣言が解除されて原則テレワークということではなくなったのですけれ

ど、今でも会社ではテレワークを勧めるということと、もともとフレックスタイム制を引

いておりましたので、これを活用する機会が増えまして、私は今、通勤時間をずらすとい

うことをやっております。 

私は大阪南部に住んでいるんですけれど、出社時間を９時３０分にすることで、電車が

空いており、これはいわゆる三密を避けるということになりますので、活用させてもらっ

ているところです。 

また、テレワークにすることによって、Web 会議もかなり増えまして、社内の会議だ

けでなくお客様ともWeb会議を活用することによって、無駄な移動を省けたり、話も短

くできる、濃密な時間で会話できるようになったと思います。ただ、難点として、私は結

構人と会うのが好きなのですが、電話では相手の表情が読めないということです。 

相手の意向は確認はできるけれど顔が見えないので、このあたり、リアルのところとオ

ンラインとのミックスというのが非常に大事かなと思っています。今回の会合がまさに

そうなんですけれど、こうして会場に来ていただいている方とオンラインで見てもらっ

ている方で、どういった感じ方の違いが出てくるのかなと思っております。 

一方、実時間のほうなのですが、テレワークになりますと通勤時間がなくなりますので、

家にいる時間が多くなりました。平日、私、飲みに行ったとしても早く帰るようになり、

平日に子どもと会う機会、会話する機会が増え、非常に良かったなと思っています。 

休日に関しても、いままでは遠くに出かけたりしたのですけれど、家の近所で過ごすで

あったりとか、家族との時間が増えたということもあります。子供と一緒に家庭菜園を始



めたりとかいうこともありましたし、今後も続けていきたいと思っています。 

一方で、家の周りですが、コロナ前、子どもが遊ぶ時には大人数で遊んでいたのですけ

れど、今、なかなか人が集まってこないということで、２人、３人で遊ぶようになり、や

はり防犯面が心配なところもあります。 

幸い、四條畷市の場合は先ほど紹介がありました、OTTADE！というのがありまして、

そちらで子どもの見守りができます。今回、OTTADE！の「見守りびと」というアプリが

あるんですけれど、皆さんの持っているスマホにアプリをインストールしていただきま

すと、今まで電柱などが基地局として登録されていたところ、スマホそのものが基地局に

なります。 

皆さんに取り入れてもらうことによって、検知される数が増えてきますので、また、

Android版の OTTADE！見守りびとアプリが新しくなりましたので、取り入れていただ

ければな、と思います。四條畷市の広報にも出ておりますし、OTTADE！のホームペー

ジにも出ておりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

OTTADE！に関しては、２年前に四條畷市に取り入れていただきまして、いま、近隣

の交野市、枚方市、10 月からは豊中市でも導入していただけることになりました。ホイ

ッスル型の端末を持って行っていただけますと、子どもの見守りができますので、四條畷

市から出かけるときもぜひ活用していただけたらなと思います。OTTADE！に関しまし

ては、さらなる検知精度を上げるために、今ついている基地局の場所の再配置を検討した

り、現在は対象が小学生なんですけれど今後は高齢者にも活用できないかというところ

で、皆様とともに検討させていただければと思っております。 

以上です。 

 

林）ありがとうございました。 

本市でも取り入れております OTTADE！についても取り上げていただき、ありがとう

ございました。子どもたちの居場所が分かるということで、密になって遊ぶことができな

い、もしくは外に出てこなくなった、というのは、おっしゃる通りかなと思います。そん

な中で、OTTADE！活用を新たな視点でしていきたいという思いを感じました。ありが

とうございます。 

続きまして、諏訪先生のほうから、大学での変化等を含めまして自己紹介をお願いいた

します。 

 

諏訪）はい、奈良先端科学大学院大学の諏訪です。自己紹介と、コロナによる変化というこ

とで、始めさせていただきます。 

まず、奈良先端科学大学院大学の紹介ですけれど、ここから約 3 ㎞ほど離れたところ

にあります、すごい身近なのですけれど、皆さま、なかなかご存じない方もいらっしゃる

のではないかと思います。一番わかりやすい説明でいいますと、山中教授が京都大学に行



く前にいた大学です、というと、みなさん、あぁ、と言ってくれるんですけれど、ほかの

説明をすると、よくわかりません、といわれるのが大体かなと思います。名前の通り、世

界最先端の研究をすることが使命になっている大学でありますけれど、地域にも開かれ

ていまして、来月 15日にもオープンキャンパスが予定されています。これは今のところ

現地開催を予定しているんですけれども、オンライン開催になるかもしれません。もし興

味があれば、ぜひいらしてください。 

そのなかで私が何をしているかといいますと、ユビキタスシステムコンピューティン

グ研究室というところで、街の中からいろいろな情報を収集して、それをいわゆる AIを

使って分析をして、サービスであるとかアプリケーションとして世の中に返していく、と

いうような研究をしています。もう少し具体的に言いますと、スマートホーム、スマート

ライフ、そして今日のテーマであるスマートシティの研究をしています。スマートホーム

だと、家が皆様の行動を認識して、それに合わせたサービスをしてくれる、スマートライ

フであれば大阪府様のお話でも出てきましたけれど、QOL を推定してそれに対するアプ

リケーションを開発する。街、シティであれば参加型センシングで集めた情報を観光であ

るとか災害であるとかコロナの行動変容に使うというようなことをやります。 

  本題に入りますが、コロナで何が変わったか、というところですが、いろいろ変わりま

した。まず授業、いろいろ変わったんですけれど変わらないところもあります。奈良先端

大学では、もともと授業アーカイブスシステムというものを使っていました。これが何か

というと、日常の授業を常にビデオカメラで撮影していまして、学生が後から見られると

いうシステムを構築しておりました。なので、コロナになってほかの大学さんは皆さんど

うしようと困っていたんですけれども、我々は微動だにしなくてですね、そのまま見ても

らえばいい。ただし、ちょっとだけ変わったところがありまして、教員は、学生が誰もい

ないところで、誰もいないところに向かって授業をすると、まるっきり反応がなくて、ウ

ケを狙おうにも狙えない、笑いが入ってこないので、学生がわかっているのかいないのか

わからない状態で授業をする、そこだけちょっと変わりました。学生は eラーニングを活

用するという形になりました。 

ほかに変わったところ、ここは大きく変わったところなんですけれど、来月にもオープ

ンキャンパスがあるんですが、5月にも受験生向けに毎年オープンキャンバスをやってい

ます。ですが、4月に非常事態宣言が出て、オープンキャンパスを開催することができな

い、ほかの大学でも軒並み中止や延期になったんですけれど、我々は「バーチャルでやり

ましょう」ということを決めまして、そこからバーチャルオープンキャンパス用のサイト

を構築しました。何をやったかというと、まず左下ですね、３Dで大学を再現しました。

これは単なる写真に見えますけれども、いまでもこれアクセスできますが、アクセスして

いただくと、バーチャルな奈良先端大学を歩いてみて回れるようになっています。右下の

ほうは各研究室の紹介になっていまして、これもそれぞれクリックしていただけると、各

研究室の紹介が見られると。さらに、Web 会議システムで各研究室の参加者さんをつな



ぎまして、受験を考えている受験生と学生が話したりですとか、我々教員が話したりとい

うような状況を作ってですね、例年と変わらない参加者を確保して、このオープンキャン

バスを乗り切るということをやりました。 

3つ目なんですけれど、これは結構大変な話で、オンライン入試に変わりました。これ、

来年の学生に来てもらうには、今年やらざるを得ないんですね、なんですけれど、対面で

やるわけにはいかない、しかも厄介なことに、我々の入試って、全部面接だったんです。

従来から面接入試を実施していたので、これはどうしようかと。従来の入試は、数学の入

試だとホワイトボードに直接回答を書いてもらうといったことをやっていたので、これ

はどうしようかという話になったんですけれど、これもオンラインでやりましょうと。い

ろいろな問題はあるんですけど、受験生には PCで参加してもらって、数学は紙に回答し

てもらってそれを映してもらう。ただし、替え玉やカンニングがあるかもしれないという

ことで、試験開始前に部屋を全部確認して、誰も隠れていないか、カンニングペーパーが

ないかということを確認したうえで、オンライン入試をやっています。今のところ、特に

問題なく来ています。ほかの大学さんでも苦労しているところだと思うのですが、替え玉

対策とか機器トラブルへの対応というものはまだ完全に確立されているものではなくて、

試行錯誤しながらやっている最中です。 

ほかに何があるかというと、出張がなくなりました。去年まで、私は半年で 20回ぐら

い出張に行っていたんですけれども、今年に関しては今日が初めてです。 

そして、国際会議、いわゆる学会発表ですね、海外に行って研究発表をするんですけれ

ども、参加しやすくなった一方で、つらくなったというのもあります。参加しやすくなっ

たというのは、もちろんオンライン会議なので、行かなくても済む、いつでも行ける、と

いうのがあります。ですが、時差がありますので、夜中に開催されるんですね。そうする

と、夜中に開催している学会に参加して、次の日の朝、普通に大学に勤務しますか、と、

そういう話になってくる。24 時間戦えますかというような中で仕事するというような感

じです。 

3つ目としては、研究ですね。いわゆる社会実験というか、学外での実験が禁止になっ

て、できなくなりました。なおかつ、コロナに関する研究をしてくださいという要請が文

科省とか社会からの要請としてありますので、我々はそれを考えるようになったという

のがあります。 

学生とのコミュニケーション、このあたり社会問題になっていますけれど、我々のとこ

ろでは、在校生とのコミュニケーションは、もともと関係ができているので、問題なくで

きています。つらいのは、新入生との関係です。オンラインミーティングって、目的のな

い会話が発生しづらいんですね。打ち合わせをしましょうと言って、研究テーマについて

は話せるんですけれど、君どこから来たの？とか、趣味はなんなの？とかを聞くのは、な

かなかやりづらい。その辺はちょっと辛かったですね。 

あと、ようやく動き始めたところですけれど、今まだできてないのが、留学生の受け入



れと派遣ですね。3割くらい、うちの大学は留学生に来てもらっているんですけれど、来

ている人はいいんですが、これから来ようとしていた、入試で受かっていた学生がこれな

くなった、これをどうしようということで、対応としては 1 年間入学を延期してもいい

ですよといった対応をしています。 

そのような形でコロナに対応しています。以上です。 

 

林）ありがとうございました。 

皆さまから、生活がこのように変わったと、コロナウイルス感染拡大というなかで、否

応なしに生活形態やつながりの形、企業の形、そして大学の形が変わってきたというお話

を頂戴いたしました。 

非常に、そこに IoT 技術が注力視されているんだなということをリアルに改めて実感

した次第です。そういうなかで、とはいいながら私たちの生活習慣自体を、コロナウイル

ス感染症拡大というフェーズでどうやって対応をしていくのか、私などは 3 歳の娘がお

りますけれども、手洗い・うがいを習慣化させる必死さみたいなものを、どのように教え

るのかということ一つから、我々の生活自体が変わっていくのかなと考えております。 

その他のことに関しまして、例えば先進技術等を使いまして、行動変容という言葉をキ

ーワードに事例の紹介をしていただければと思っておりますけれども、諏訪先生はそち

らのご研究もされているとお聞きしていますけれども、よろしければ引き続きまして、そ

ちらのご紹介をお願いしてもよろしいでしょうか。 

 

諏訪）それでは引き続き事例紹介をさせていただきます。 

行動変容を促す取り組みということで、われわれ、キーワードとしては行動変容、ナッ

ジ、仕掛け学というテーマで研究をしておりまして、これは何かと申しますと、人々が自

発的に特定の行動を選択するよう促す仕掛けや手法になります。 

ここでのポイントは、強制ではないということです。人が意識して「変えなきゃ」と思

って無理やり変えるのではなく、自然な流れで変えてくれるということがポイントです。

具体的にどんなことに我々は取り組んでいるかといいますと、先ほどデモで見ていただ

いた方もいらっしゃるかなとは思うのですけれど、今日外の会場に設置させていただい

ていますけれど、たとえば、COCOA というアプリ、皆さんご存じですかね。厚生労働省

が出している接触確認アプリになります。それを多くの人がインストールしてくれると

嬉しいものですけれど、現状だとインストールするモチベーションがなかなか湧かない

というところを、どうやったらおもしろくなるかというところで、一つ紹介すると、まず

左側の図ですね、これが何かと申しますと、COCOA がインストールされているスマホだ

けに反応するおみくじです。これ、何も入っていないとできないので、周りの人が楽しそ

うにやっていると、じゃあ僕もやろうかなということで、じゃあ動かないから COCOAを

インストールしましょうというような形で促すと。じゃあ今度は右側になるんですけれ



ど、先ほど林副市長のほうからお話があったと思うんですが、手の消毒を促したい、だけ

ど子供はなかなかやりたがらないと。だとしたら、何か反応するものがあると子供は喜ぶ

ので、こんなものを作りました。画面で、手を模したキャラクターがいるんですけれども、

目の前に行くとばい菌がついてるよーという画像が出ていて、消毒をするとサンキュ

ー！と言ってくれる。これは何に反応しているかというと、足踏みペダルを押したときの

動きですね。これを IoTセンサーを使って認識をして、画面に反映させてあげると。こん

なちょっとした工夫ですけれど、ちょっと肘で押してくれるような動きで、行動を変えて

いくという取り組みをしています。 

それ以外にも今、ゲーミフィケーションみたいなことを考えていまして、COCOAは接

触といった状態しかわからないんですが、どこで人が混雑しているのかといったことが、

大阪府さんの取り組み等で分かってくると、その混雑を避けるように交通手段を推薦し

たりですとか、先ほど出ていたような、通勤時間を 30分ずらしたらいいですよといった

推薦ができるようになる、そのようなことをやっていきたい、そして、それが大阪府さん

の言っていたような、都市免疫力の向上というものにつながっていくんだろうなという

ふうに考えています。以上です。 

 

林） ありがとうございました。事前に先ほど諏訪先生から紹介していただいたシステムを

見まして、非常に子育ての観点においていいなと思っていまして。 

よくイオン等の施設にあります温度変化を感知するシステムというものは、赤色から

自分の顔を入れると温度が平熱であると緑に変わるというのは、子どもは喜んでやりま

して、その下にあるプッシュ式の消毒液というのは嫌がってなかなかやらないというこ

とがありまして、このようにばい菌がいて、それをシュッとするといなくなるんだよ、と

いうことなんかをより楽しんで、ナッジという観点からしていただくということは、非常

にこれからの社会の行動変容を促すという観点では大きいのかなと思っております。 

実は行政におきましても、感染症の感染拡大に関する予防というのは、行政から、皆さ

ん、集まらないように距離を保ってくださいと、放送で流したり広報誌に書いたりとか、

直接的にお願いすることしか難しかったということがあるんですが、各所でこういうよ

うな仕掛けが出てくるのであれば、社会の感染に関する考え方みたいなものも随分変わ

ってくるのかなと思いますし、我々が立案する政策にも、このようなナッジという観点を

用いながらやっていきたいな、そう思いながらご発表を聞かせていただきました。ありが

とうございます。 

そういう風に変わりつつ社会という中で、新たな課題というのもやはり生まれてくる

のかなと思っております。野々田様がそのなかで現在考えておられるそのような課題お

よび課題解決の提案というものはなにかございましたら、ご紹介をお願いいたします。 

 

野々田）先ほど申しました通勤の、時差出勤等やっておりますので、電車がすいてきたとい



うのはあるのですけれども、やはりテレワークということで、公共交通機関に乗っている

人というのは減ってきているということと、私自身も子供を連れて出かけるというとき

に、電車ではなくて自家用車で行ってしまうとか、自転車を使うという形で、ちょっと公

共交通機関を避けるというところがあるのですよね。他方で、地域の発展であったり地域

の可能性という観点で考えますと、「公共機関の持続性」というのは非常に大事で、その

辺のバランスを取らなければならないと思っております。 

田原地域は坂道もありますし、地域にスーパーがないので地域に荷物を持ってくると

なると、バス停からご自宅までの移動は大変であるため、何とかできないかなというよう

に考えております。先ほどの未来技術社会実装というところでもありましたけれど、ラス

トワンマイルの移動というところで、モビリティを使って何か地域の方のために応用で

きないかなということを、皆さんとともに検討していきたいと思っております。 

また、ヒトの移動もそうですが、モノの移動も大事ですね。ヒトもモノも動かないと地

域は活性化しないと思っています。 

先ほどの話ですけれど、僕は飲み会の機会が減りましたので、帰りにスーパーによりま

して、何かおいしいものを買って帰ろうかとか、外食の機会が減って、買い物したりとか、

ネットで物を買ったりとか、今まで気にしていなかったモノの移動ということが気にな

ってきたなと感じています。 

やっぱり、スーパーが近所にないということを考えると、どうやってモノを運ぶのかと

か、ネットでの配送が、注文が増えてきますと、配送業者さん、地域のドライバーさんを

含めて、荷物が増えてきた時にどうするのかという問題もたぶん増えてくると思います。

モノの移動という観点は非常に大事だと思いますので、この分野に関しても、コンソーシ

アムの中で話をしたり、地域の方々のご意見を伺いながら、何かいい解決方法がないか検

討してまいりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

もう一つ言いますと、今、コロナということで、三密を避ける、密閉、密集、密接を避

けることが大事だと言われているのですけれど、先ほどのテレワークなどになってくる

と、どうしても、ちょっと人と疎遠に感じるといいますか、距離が出てしまったというの

があるのですが、地域課題の解決については地域の方と密着して、いろいろ考えていくこ

とが大事なのかなと思っています。 

三密を避けつつも、地域と密着して、皆様とともに何かできたらなと思っておりますの

で、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

林）ありがとうございます。第 1部のほうで、田原支所長の笹田からも発表させていただき

ましたように、本市、特にこの田原地域におきましては、先ほどご指摘いただきましたよ

うに、交通の問題、医療の問題、買い物の問題というのが、住民の方々の切実な三大課題

となっております。先ほどご発表頂きましたように、買い物自身も、たとえば農家から直

接買うようになるとか、これまでの課題の在り方と、若干コロナ下での買い物のスタイル



が変わってきたのかなということを思います。今後、本市におきましても、スマートシテ

ィという観点において、先ほど笹田支所長から発表させていただきましたように、国のお

力もお借りしながら、大阪府のお力もお借りしながらでありますけれど、三大課題につき

まして、当初想定していた形とはちょっと違う、コロナを踏まえたスマートシティの在り

方というものを検討していきたいなと思っております。改めて課題提供を頂きまして、本

当にありがとうございます。 

諏訪先生のお話や野々田さんのお話をお聞きになって、地域で活動されてご生活もな

さっているというお二人に、感想もしくはこういうことはどうだろうかというお話を頂

けましたらと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

相良）失礼します、突然ですが、私の好きな言葉、地域でいろいろなことをしていくにあた

って好きな言葉があって、「恩贈り」という言葉があるんです。恩返し、ではなくって、

受けた恩を別の方に贈る、ということなんですけれど、私、今小学校 2年生の子供がいる

んですけれど、赤ちゃんの頃、孤独な育児をしておりまして、自分でも気づいていなかっ

たんですが、産後うつ状態になっていたみたいなんですけれど、そのときにそれに気づい

て、声をかけてくださり、小さいお子さんとお母さんが集まっている場所とかを教えてく

ださるような方がおられて、今、私も子供も元気に生活することができるようになってい

るんですけれど、その、私にいろいろ情報をくださった、声をかけてくださった方は、私

の子供より大きいお子さんがいらっしゃったり、お孫さんがいらっしゃったりという方

で、育児に関して私がその方々に恩返しをするというのはなかなか難しいなと、であれば、

今度は当時の私のように小さい赤ちゃんを抱えて困っているお母さんを見かけたときに、

声をかけてあげることができれば、それがいいのじゃないかなと。私自身は特別な技術や

知識があるわけじゃないのですけれど、そういうことで困っているのだったら、こういう

ジャンルがありますよとか、こういうお友達を紹介しましょうかとかいうことができて

いけば、非常にいい地域ができていくんじゃないかなと思っています。私だけじゃなく、

皆さんがやってくだされば、本当に住みやすくていい地域ができるんじゃないかなと。一

人でいろんな情報や知識を持つことは無理なので、その部分を先ほど野々田さんや諏訪

先生がおっしゃっていただいた技術で補強していただいて、こういう素敵なシステムが

あるんだよとか、迷子で走って行っちゃってどこ行っちゃうかわからない子どもさんが

いるんだったら OTTADE とか登録したらどう？とか、ご紹介していけたらいいなと感じ

ました。以上です。 

 

林）ありがとうございます。南佐さん、どうですか。 

 

南佐）そうですね、なんかちょっと、IT 化とかスマートシティって、わからないな、難し

いな、私には関係ないな、とか思うこともあるのですけれど、便利になること、たくさん



楽しいこともあると思うので、自分事としてとらえて、興味を持って、楽しく対応してい

くことができたらなというふうに思います。そして、わからない、知らない方への対応も、

情報の格差もあると思いますし、身体的、環境的に困難な方もいらっしゃると思いますの

で、そういった方への対応もしっかりしていただけたらなと思っています。あと、IT 化

で便利になった時に、置き去りにされないように心と体のケアも検討いただけたらなと

おもっています。それから、より個人のニーズにきめ細かく対応したアプリがたくさん出

てきて、生活もより便利になっていくのではないかなということを期待しています。 

以上です、ありがとうございます。 

 

林）ありがとうございます。ちょうどここで開始してから 40分です。最後お二人から、非

常にいい視点を頂いたなと改めて思いました。 

相良さんのほうからは、「恩贈り」という観点での地域活動を、新たな技術等を踏まえ

てどういうようにサポートしていくのか、特に一人ではいろんな技術やシステムを使っ

ていくことはできないと、それを、地域やここにいる皆さんで一緒に使っていくというご

指摘を頂きました。改めて私たちもそういうような観点に立っていきたいと思っており

ます。 

南佐さんのほうからも自分事として興味を持ってこういうものに楽しく付き合ってい

きたいというようなことを、実はこのフォーラムを通じて私たちが一番ご覧になってい

る方に伝えたいのはそこでございます、難しいなと思うことではなく、野々田さんからも

ご提供いただきましたように、生活の課題を少しステップアップするために使うとか、諏

訪先生から頂いております、ちょっとした行動を変化させるために技術を使っていくん

だということの集合体を、この田原地域でのスマートシティでは、皆さんと共に興したい

というように思っております。 

決して大きな、どこかの企業さんの、ドーンというようなスマートシティを作っていく

という話ではなく、身近なそういうもので市民の課題を解決する、変化を伴っていくとい

うことを、行政も一緒になってやっていくということを考えて、こちらはスマートシティ

をやっております。ぜひともそのようなことが、今回のパネルディスカッションを通じま

して、お聞きいただいてくださっている皆様に伝えることが、伝える一端ができればなと

いうように思ってございます。 

本当に 4人の皆さま、ご登壇いただきましてありがとうございました。 

冒頭に、ご質問を受け付けるというお話をさせていただいていたんですけれど、ちょっ

と時間が押しているということで、事務局のほうから質問はなしということを伺ってお

ります。申し訳ございません、アンケートを皆様から頂戴するということになっていると、

画面でご覧になっている方は、Zoomのチャット機能のほうに、事務局からのお願いとし

まして「アンケートにお答えください」というものが流れているかと思います。ぜひとも

何か、このフォーラム全てを通しまして、ご質問等ありましたらこのアンケートを通じて



何かお書きいただければと思います。後ほど、手法はわかりませんけれども、お答えをさ

せていただきたいと考えております。 

それでは、改めまして、非常に駆け足なディスカッションとはなりましたけれども、お

忙しい中ご鼎談を頂きまして、4人の皆さま、本当にありがとうございました。 

 

司会）ありがとうございました。パネラーの皆さんに今一度大きな拍手をお願いいたします。 

それでは、本日のプログラムはこれで終了になります。 

閉会にあたりまして、主催者を代表いたしまして、四條畷市長 東 修平よりご挨拶さ

せていただきます。市長、よろしくお願いいたします。 

 

東）本日は長時間にあたりご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

発表していただいた方であったり、パネルディスカッションで発言していただいた

方々につきましては、本当に素晴らしく、様々な観点をいただいたのですけれども、いか

んせん、初めてのオンライン開催ですので、事務局側に、私も含めて、至らないことがあ

ったということについては、大目に見ていただければ嬉しいなというように思います。 

しかしながら、スマートシティというのは、「スマート」という言葉はどこか冷たい響

きがあると思うのですけれど、まさかみんなでスクワットができる日が来るとは思わな

かったので、すごく楽しい時間を過ごすことができました。でも、これも、コロナが起こ

らなくスマート化が進んでいなければ、別の場所の先生を映して一緒にやるなんてこと

は、おそらく起きなかったことだと思うんですよね。その小さな一歩が重なると、おそら

く１つひとつ、より一歩進んでいって、もっともっと便利なことが実現できてくると。 

先ほど奇しくも南佐さんからご指摘いただいたとおり、なにかスマートシティという

単語に距離感があるんですよね、どうしても。私も最初ぱっと聞いたときにイメージでき

ないですし、なにか無機質な印象がある。私はその印象をとにかく変えたいなというよう

にと思っています。 

決してそういうものではなくて、密着であったり恩贈りであったり、様々なキーワード

をいただきましたけれども、そういう１つひとつより良くなっていく、その先にスマート

シティがあるので、なにかこう、このフォーラムを通じて、観点というか印象が少しでも

変わったら嬉しいなと思います。 

しかしながら、技術は技術で難しいところがありますので、職員一同、テクノロジーの

部分をしっかり勉強していきながら、このテクノロジーだったら市民の皆さんもっと利

便性が良くなるかなといったところをしっかり学びながら、前に進んでいきたいと思い

ますので、引き続き何卒よろしくお願い申し上げまして、本当に簡単ではございますがフ

ォーラム終了に際しましてのあいさつに代えさせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

 



司会）これをもちまして、すべてのプログラムが終了となります。 

本日は四條畷市第 2 回スマートシティフォーラム「新たな日常」におけるスマートシ

ティにご参加いただきありがとうございました。また、初めてのオンライン開催のため、

至らない点が多々ございましたことをお詫び申し上げます。 

今後の参考にさせていただきますので、アンケートへのご協力をよろしくお願いしま

す。Zoom機能のチャットに、ホームページアドレス、アンケートフォーム、載せさせて

いただきます。これから終了後しばらくの間載せておりますので、ぜひご協力お願い申し

上げます。 

会場でご参加の皆様はお忘れ物ないようお願いいたします。 

本日は、ありがとうございました。 


